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第３回鹿児島市観光未来戦略総合会議 議事録 

 

１ 開催概要 

開催日時：令和８年１０月１９日（月）１３時５９分～１５時２８分 

開催場所：ソーホーかごしまＡ・Ｂ会議室 

内  容：１ 開会 

２ あいさつ 

３ 第５期観光未来戦略の策定について 

（１）第２回総合会議における意見等と対応方針について 

（２）第５期戦略重点プロジェクト（案）について 

（３）第５期戦略の取組体系（案）について 

（４）第５期戦略の数値目標等について 

（５）幹事会における主な意見について 

４ その他 

５ 閉会 

出 席 者：出席者一覧（２頁）のとおり 

 

２ 委員発言要旨 

⚫ 事務局から提示した重点プロジェクト（案）、取組体系（案）及び数値目標等の方向性をもとに、本

日の意見を踏まえて素案の作成を進め、次回（第４回）の会議において素案に関する協議を行うこ

ととなった。 

 

<戦略の構成・進め方等に対する委員意見> 

 ３つの重点プロジェクトへの絞り込みは戦略として妥当だが、資料２と資料３の相関関係が分かり

にくい。表現方法を工夫してほしい。 

 「一人一泊当たりの観光消費額の増」は、３つのプロジェクトに共通するものではないか。「稼ぐ」

という視点を、施策に落とす際にもう少し踏み込んで表現してほしい。 

 ５年の戦略を１回決めてそのまま、とするのではなく、文言として「「戦略を２年後に見直す」と記

載するべきである。 

 鹿児島は宿泊観光客数は九州で２番目に多いが、観光消費額は長崎や熊本を下回っている。夜のに

ぎわいづくりのほか、薩摩焼などを活用して昼にできる体験を増やすなど、観光客のニーズを落と

し込んだ「稼ぐ観光」を真剣に捉えてほしい。 

 戦略の方針を施策に落としこむにあたっては、県と市で一緒に話をしながら進めたい。 

<個別の施策等に対する意見> 

［ＭＩＣＥ関係］ 

 ＭＩＣＥ振興には「箱」が足りず、期間内にできるかは別にして、必要性を戦略に取り込むべき。

あわせて、全県的な経済効果を意識し、誘致の仕組み（手間を手伝う機関等）ももう少し踏み込ん

で書いてほしい。 

 県としては、本港区エリアコンセプトプランで住吉町を交流観光拠点エリアに位置付け、整備に向
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けて協議中。国の補助制度等も研究していく。 

 インセンティブツアーは消費額が一般の観光旅行の約５倍というデータもあり、波及が大きい。 

 ＭＩＣＥ施設が住吉周辺にできれば、目の前の中央卸売市場を活用しない手はない。市場や海を感

じられる立地を生かした食の魅力づくりを取り入れてほしい。 

［消費額の向上・食の魅力づくり関係］ 

 宿泊代の引上げには限界があり、来た人にどれだけ消費してもらうか、具体的な施策をもう少し書

くべき。飲み食いをどう増やすかも考えてほしい。 

 ２～３万円の高単価な食のメニューが鹿児島にはない。生産者と協議し、他県の成功事例の調査や

出し方の学習を進めたい。 

 お金を払いたいが払う場所がないことが課題。「ちょっと高いかな」くらいのメニューを提示して

ほしい。ターゲットは格安徹底か富裕層徹底かの二極化も考えるべき。 

 鹿児島黒牛（２連覇）や茶（産出量全国１位）のブランドＰＲが不足。黒牛料理を夕食で出したり、

インバウンド向けのお茶体験を進めることで、消費単価を上げることができるのではないかと考え

る。 

［市場別の特性］ 

 韓国は２泊３日の短期滞在で食への関心が高い。台湾は人口 2,300 万人に対して 900 万人が訪日す

るなど、日本人気の高い大事な市場である。香港・中国は１週間程度でレンタカー利用が多く福岡

空港との連携が有効。東南アジアは福岡空港経由で伸びている。 
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【出席者一覧】 

 


